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8７ 

雇用流動化と就労意識

田中勉

1．はじめに

木脇の'二Ｉ的は，川1111の流動ｲﾋが進行しているとＦ１｢われるなかで，企業従業員

が{|:ﾘﾄﾞと会社生柄に関していかなる考えを持っているか，とりわけ勤続ないし

転職をめぐる意識を探ることにある。ここでは，筆荷も参加して1995ｲ1：１１月

から1996年ｌ｣]にかけて実施した「人材流動化と助ｿj怠識調査」で得られた

データを利用してこの'１１１題を考察してみよう。

この調査は「企業,淵査｣(!'と「従業111淵査｣(2)および「求人情報誌1Mi読行調査」

からなっている。ノＭＭＩでは，「従業lj洲査」の結果を[|】心にlljいる。「従業貝調

査」では調査項'三1として，大きく|』'１つに分けて(1)1Mｲ'1の公ﾈ|:生活への兄〃，（２）

勤続道志，(3)雁I111Yi;Hl1に関する意識，（４）鵬｣;観，を没けた。本稿ではそのうち，

職業ﾉ|{活への考え方や転職へのJ出'(TIを，性別やｲ|堂齢別に背察することをI|的と

する。

１１１１１１１の流動化とは入職・離職や枢職が活発になり，ツj勘移動が高まる状態を

いう。妓近の入職・離職率は１９９０（､|え成2）年まで｣:外していたがその後はや

や低卜･する傾向にある（労働省「'''１１１１櫛Hl1調査｣)。ｌｉｌ;女(の後退・停滞のIllで，

''１，'､ｶﾞｲ|ﾐ労働者を対象とした雇１１}調終が進行し，雇111不安も}局摘されている｡従

来I]本企業の人的資源筒Bl1施策の柱とされてきた「反'01安定雁用慣行」（いわ

ゆる終身雇111）がゆらぎつつあり，｝1ﾉＭ９経営の終１１$との声もある。これまで

のしきlUI歴lLll慣行について，労働者にとって転職が不利な↑j動選択となり「111]な

選択を|Ⅲ害してきたと見る立場からは，企業間の労lllI移動の活発化はﾂj側llj場

の機能が本来の姿に近づく兆しとしてi;､Williされている。一万，流動化する事が

プラスとは限らないという指摘もある:`)。

水ijM査では，企業は雁用調蜷を様々な施策によって行っていることが'ﾘ｜らか

になっている。友１に見られるような企業の行動がとられる'1]で，従堆且はど
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表１岐近３ｲ|【|(Mに実施した雇剛調雅策（災jlWi・規模別）

％.（）は実数

ゾ〕ｌＬＰ）ｌＤ

【】

lIO～１９９ ５．４１１０.［ 

００～299人（７６）１１９．７，２７６１５．３１３６．８

00～999人（９１〕１１８．７２９．７１２３１１４４Ｃ

９．６４４６１］７９６［ 

１
－
■
 

のように自らの職業生活を捉えているのだろうか。このような関心から「従業

員調査」を検討してみよう。

2．勤続と転職に関する意識

(1)勤続意志

「あなたは今の会社で定ｲ１２まで働きたいと思いますか」という質問で，勤続

に対する考え方を尋ねた。リｊｆに比べて女子は年齢卜附成が若年層に偏っている

ので，男女それぞれで比'鮫1J能なように，異なる年齢区分を用いている。

回答の選択肢は，「今の会社で働きたい」「今は会社を変わるつもりはないが，

将来的には変わりたい」「できるだけ早く変わりたい」「考えていない」の四つ

である。`性・年齢別の集iil･結果を友２に示す。

約４割が「今の会社で働きたい」と答え，現ｲ１１の会ﾈl:に勤め続ける意liL1を持っ

ている。「将来的には変わりたい」とＦ考えていない」が24％づつでほぼ同数

計（692）

非旺社風の契約中止
12.3 

中途採用の抑制

－７ ５ ’２ 

中途採川の中止

’二。’● 》０－１ 

新規学卒者の採用抑制
33.2 

新規学卒者の採用中止
7.5 

配悩転換

早期退職優遇制の導入・見直し再雇用制度の廃止・見直し
8.7138 26.2 

１ － １ 

13.9 

希望退職の募集転籍

7．４１．４ 

解

一時帰休

１．９ 2.3 

莱駈
製造業（238）

非製造業（449）

'621307 
10.21234 －０ｌ０ ｃ● ８６ 

１ 

０２ ＯＬ ４３ 
8.0 

7.3 

lＬ３３．８ 

7．３３．１ 

30.0 

24.3 ２２ Ｚ２ １Ｉ 
10.12.0 

6.0’１．１ 

5.03.4 

2.ＯＩＬ８ 

324 

39.2 

規模
９９人以下（217）

100～199人（250）

200～299人（７６）

300～999人（９１）

1000人以‐上（５６） ５４６７６ ，０‐００ ７６７９４ １２２２４ ５２７７６ ■ＯＧ■■ ６１９８９ １１１１ ２４８０７ ０■□□■ Ｉ２６４０ ２３３４６ １８３１９ □●■●● ５０５３７ 
１ 

２１ ８０９３８ ●の■□■７６７４１ １ ３８３７４ ■□■■● ２２１７５ ８４５３５ ●●●●● ２００４２ １１１１ ２０２１６ 日□Ｐ■●９８３３４ １２４ ９２６９２ ８５７１８ １２２３４ ＦＤ 』、

８ １ １２２８０ 庄句●●●４５９８５ ２ 

２４ ●■ ３１ 

３３４ ●●● １３５ ５２３３９ ●●●●■ ６９０５７ ４３３２１ 
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表２勤続意志（性・年齢別）

％.（）は実数

饗（IBC
r1 

L｣ 

40～４４儲

5－７１７２ 

ｊｌＵｌｌ９１６－５１６ 

［】■とｺﾞﾛⅡ】」．［

４１１５１１[lＨＩ３７．Ｆ 

【)几 ｌ［ 

である。「できるだけ早く変わりたい」という強い転職の意向を持つ者は８％

のみであった。

性・H1孟齢別に検討してみると，男女で回答にlilIi著な差がみられる。すなわち，

男子では半数弱（46％）が「今の会社で働きたい」と答えているのに対し，女

子では１６％だけと大きなひらきがある。この回答は男女とも年齢が上がるに

従って多くなる。男子では，４０歳以上になると過半数を超え５０歳以上では７４

％に達するが，女子では３５歳以上での４３％が蛾も高い。女子の２９歳以下で

は５％ほどときわめて少ない。女子のライフコースが男子と異なる現実を反映

した結果といえる。

今の会社で働きたい 将来的には変わりたい今は会社を変わるつもりはないが
考えていない

できるだけ早く変わりたい
回答

計（532） 39.3 24.2 8.1 24`１ 4.3 

男

訓（404）

２９歳以下（63）

30～34磯（80）

35～39歳（72）

40～４４歳（79）

45～49歳（51）

50歳以上（46）

46.5 

８３１４７９ ●■●■■■ ３１６４６３ ２４３５６７ 
22.3 

７３４０８９ ■■■◆ひＢ１１６９７０ ３３２１１ 
6.4 

９０２６９５ ■■ｃＰ①■ ７５４７３６ 
20.3 

７５９９６５ ■■■巳■■１７１３７６ ３１３１１ 
4.5 

８０４１９２ ●●■□①の４５１５３２ 
女

計（127）

24歳以下（22）

25～29歳（37）

30～34歳（36）

35歳以上（30）

16.5 2９．９ 

２５〃０８０１０ １４４１ ５４１８ ４５１３ １４ 

13.4 36.2 

’０（びくＵ■０● Ｐｂ可’一０４，。９】
３ ■ ３ ４ ８８９３ １０３３ ３１１ 

3.9 

０４３０ ０５８０ 
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「将来的には変わりたい」と「できるだけ早く変わりたい」という「iliZi職意

向」を持つ者の割合は男子よりも女子で高くなっている。特に，「できるだけ

早く変わりたい」は男子では6％のみであるのに対して，女子では１３％がそう

答えている。そして女子でも，２５～34歳では「将来的には変わりたい」が多い

のに対し，２４歳以下では「できるだけ早く変わりたい」の方が多くなっている。

さらに男女差がlU1iiliiであるのは，「考えていない」という答えである。男子

では20％であるが，女子では36％がこれを選んでいる。特に女子の24歳以下

と３５歳以上では4;!;Ⅱ以｣二が「考えていない｣。一方，男子で「考えていない」

がやや多い年齢ＩｉＹｉは，２９職以下と３５～39歳であり３０％ほどである。

つぎに，表３で「職業生活の方向」別にみる，どのようなキャリア志向を持っ

ているかによる迷いを知ろうというわけである。「職業生活の方向」について

は後でまた取り_上げる。「職業生活の方向」で「社内でより上位の管理[iiiへの

昇進を目指す」と答えた者のうち約7割が「今の会社で働きたい」を選んでお

り，「社内で専門職をI=1指す」者では「今の会社で働きたい」が４割弱で，「将

来的には変わりたい」と「考えていない」が27％いる。これに対し，「独立開

業を|=|指す」と答えている者は数は少ないけれども，その４４％が「将来的に

表３勤続懲志（職業』|己沼の方向別）
％．（）は実数

[二Ｉ工】

Ｊ１511［ 、

今の会社で働きたい 将来的には変わりたい今は会社を変わるつもりはないが
考えていない

できるだけ早く変わりたい
;i１．（532） 39.3 24.2 8.1 24.1 

社内でより上位の管EI1職を目指す（153）

社内で専Ｆ１職を|=|指す（144）

いくつかの企業を綴験して専PlI職を'三Ｉ指す（２４）

独立|;M業を目指す（４３）

特に考えていない（130)－ ３９２０４ ●■■●、９８４４５ ６３１２ １４０２６ Ｂ■０■● ３６５４４ １２２４２ ７８０３９ ■凸中の●０２０３６ ５２ ７８５３０ ■中■色白５７２９０ １２１４ 
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(よ変わりたい」としている。

後述の「会社生活における悩みや不安」で「会社の将来に不安を持っている」

を挙げた者についてその勤続意志をみると，男子では勤続を望む割合と転職を

考える馴合とはほぼliT1じで，特に勤務光の将来についての不安が転職感|(Ｉに結

びついているわけではない。しかし，女子では「将来的には変わりたい」が４４

％となっており，女子で転職意向との結びつきが高くなっている。

さらに，「転職経験」の有無（男女とも約半数が転職した経験を持っている）

によって「勤続意志」に違いがあるかをみたが，男子では回答分布に差はj11l〈，

女子では「転職経験なし」と答えた荷の方でやや「将来的には変わりたい」と

する11;１１合が高くなっている。過去に転職経験があることと，これから転職を考

えるということは別問題であると考えてよいだろう。ただし，この調査では尋

ねていないが，転職経験への評価を媒介変数として検討すると，また別の傾向

が見えるかも知れない。

(2)仕事の継続性

-ｋの質問に対して「今の会社で働きたい」を選んだ背（209人）には，「会

社内では，今と同じ||:ﾘﾄﾞを続けたいですか」と尋ねてみた。「今と同じ{l:』βを

続けたい」が53％と過半数を超えており，「今の仕事と関述のある仕ﾘﾄﾞに変わ

りたい」が26％，「今とは別の仕噸に変わりたい」が12％，「考えていない」

は7％であった。このlijl答に男女差はみられない。女ｆは該当者が２１名と少な

いので，年齢別の集ｉｉＩ･は男子のみについてだけ行ったが，「今と同じ化ｌｊを続

けたい」は年齢が高いほど多く，逆に「今の仕事と関連のある仕事に変わりた

い」はｲ1ﾖ齢が低いほど多くなる傾向がある。また，「考えていない」も浩い層
ほど多く回答している。

一方，「将来的には変わりたい」と「できるだけ早く変わりたい」と答えた

者（172人）に対しても，「会社を変わる場合には，そこでどのような仕礪を

したいですか」を質'1Ｍした。こちらでは，「今とは別の分野の仕事をしたい」

が55％と最も多い|ＴＩ１審になっており，次いで「今のｲI:ﾘﾄﾞと関連のある分野の

仕ｺﾞI:をしたい」が28％，「今と同じ分野の仕事をしたい」は１１％と少なかった。

性別にみると，「今とは別の分野の仕靱｢をしたい」が女子では５６％男子では４８

％と女子の方でやや多く，「今の仕事と関連のある分野の仕事をしたい」では

男子３１％女子23％と男子の方でやや多い，という迷いがみられる。
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同じ「変わりたい」でも「将米的には変わりたい」と「できるだけ早く変わ

りたい」とでは異なると考えられる。そこでそれぞれの回答選択別に検討する

と，「今とは別の分野の仕事をしたい」を選択したのは，「できるだけ早く変わ

りたい」とする者では６３％の多数にのぼっているが，「将来的には変わりたい」

とする者では４６％と半数に満たなかった。さらに，「将来的には変わりたい」

と答えた者では，「今と同じ分野の(上事をしたい」と「考えていない」がそれ

ぞれ14％と１０％あったのに対し，「できるだけ早く変わりたい」と答えた者で

はどちらも５％未満であった。より強く転職を考えている者ほど，現在と異な

る分野の仕事を転職先ではしたいと考えている。

「転職経験」別の結果をつけ加えておこう。「経験がある」よりも「経験がな

い」と答えた者の方で，「今とは別の分野の仕事をしたい」が多く，「経験があ

る」者に「今と同じ分野の仕事をしたい」が多くなっている。転職経験者は，

艇職したことで自分に合った分野の仕事へ移動できたと考えているのだろうか。

後述の「悩みや不安」では，転職経験者の〃が「今の仕事は自分に向かない｜

を挙げている割合がやや高かった。

(3)転職経験

①転職経験の有無と回数

転職経験の有無の有無を尋ねたところ，「経験がある」が４３％，「経験がな

い」が50％とわずかに「ない」が多かった。性別では，男子で「ない」が

｢ある」より８ポイント多いのに対し，女子では「ある」「ない」が４７％で同

率であった。年齢別には，男女ともに年齢が商いほど「経験がある」が多くな

る傾向がある。

転職経験の有無に供|係するのは，勤務先企業の規模である。企業規模別に集

計した結果をみると，２９９人以卜規模では「維験がある」が5割を超えている

(29人以下では９０％にもなる)，これに対し300人以-k規模では「経験がない」

が５割を超えている（5000人以上では９１％)。いわゆる「終身雇用」（長期安

定雇用慣行）が，大規模企業について言えることであるとする主張を裏づける

ような結果となっている。

さて，ここでは「経験がある刀はその回数もご記入下さい」と，転職回数を

答えてもらった。岻職経験者（231名）の平均転職回数は２回である。男子が

2.1回，女子が1.8回と男子の万がやや多くなっている。男子では「１回」が

Hosei University Repository



９３ 

４１％，「３１１Tl以｣:」も３０％ある。女子では「１１可」が５２％，「３回以上」は２０％

である。年齢別にみると，当然のことながらｲｌＨ齢が高いほど回数も多くなる，

男子の４５歳以一上と女子の３５歳以上では「３１回|以上」が4;噂１１にのぼっている。

3．会社生活への意識

勤続ないし転職の意志形成にUQわる要因には，企業や職場に内在するものあ

るいは個人の欲求やIilli値観など多様なものが考えられる。この調査では，企業

やⅡｺﾞﾘﾄﾞへの満足感を尋ねる代わりに，会社(|i活において「良かったこと」ある

いは「不安や悩み」として感じている事柄を質問してみた。企業や仕斗iに満足

していると勤続を望み，不満であると転職を望むと仮定するよりも，勤続ない

し転職を考える際には「良い」と「不安」iili者の感情がlirilll寺に個人の'１]に存在
するだろうと考えたからである。

(1)良かったと思うこと

表４は，「現在の会社生活において，良かったと思われるのはどのようなこ

とですか」という質問に対する回答を，｛１２齢．,性別に示したものである。以下

の１１項目の内からi該当する項Ｆ１を３つまで選んでもらった。

ｌ自分の什ﾘﾎﾟに見合った給料がもらえている

２勤務時間が弾力的で，残業も少ない

３有給休暇が十分消化できる

４やりがいのある仕事ができて，達成感を味わえる

５能力を(Illばす機会がある

６会社の知名度が高く，誇りに感じる

７自分の仕ﾘｲぶりが上司から認められている

８昇進・昇格の機会が大きい

９職場に気の合う仲間がいる

１０従業員の私生活の事情に配慮してくれる

１１会社に貢献してきたII1i121j年者を大切にしている

全体iil･では，「職場に気の合う仲間がいる」「やりがいのある仕事ができて，

達成感を味わえる」が35％前後と最も多く挙げられており，次いで「能力を

伸ばす機会がある」が約3割である。逆に，回答が少なかったのは「会社の知
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表４現在の会社で良かったと思うこと（性・年齢別）（３項目回答）
％．（ 』実数

大
き
い

昇
進
・
昇
格
の
機
会
が

年
者
を
大
切
に
し
て
い
る

会
社
に
貢
献
し
て
き
た
中
高

配
慮
し
て
く
れ
る

従
業
員
の
私
生
活
の
事
情
に

い
る

職
場
に
気
の
〈
□
っ
仲
間
が

そ
の
他

無
回
答ア
ノ

4.9 36.7112.6 4.1 
r1 

L」

ｒ
Ｌ
 

12.915.915.213.7 33.2 

ｊ
一
３
９

ｊ
一
９
５
９
６
３
Ｆ

9．５１６．３１６．３ 33.3 14.3 

皿
犯
配
印
、
師
一
型

８
２
日

【
】
【
日
．

０
２
３
９
 

■
□
●
●
 

５
４
６
３
 

6.3 

2.8 

31.3 10.0 13 

4.2 

5.1 

８
６
、

０
９
７
０
 

男 45.8 18.1 

ｎ
Ｎ
『
】
【
‐
Ｒ
ｕ
【
』

ｎ
】
】
【
Ｈ
咄

『
】
】
●
０
咀
記
□
【
】

賎

躯
叩
巫
｜
型
一
Ｍ
汀
叩
印

10.1 

５
回

３
１
６
 

氾
止
田

,霊｜

N 
1331 

11.8 

ｌｉｔｌ 
ｌｌｌｉｌ 

ｎ
Ｕ
【
Ｈ
」

關
｜
羽
一
腿
叩
躯
鋼

r1 

L｣ 

ｉｉｌ．（127） 
’ 

『
Ｈ
】

Ｎ
‐
』
｜
【
Ｒ
ｕ 3６４ 

』
０
ｎ
Ｕ
（
ぜ
ｑ
）

４
〈
ｕ
２
ｎ
Ｊ

ｎ
Ｎ
】
ｎ
円
】
ｎ
『
」
【
ｈ
Ｌ

女 62.2 

500 ３１２７．８１２８ 

30.0 【lＯｕＵ４０m 

名度がi蔚〈，誇りに感じる」「昇進・昇絡の機会が大きい」「会社に貢献してき

たＩＥＩ1高年者を大切にしている」で，４～7％のみであった。また，残りの項目も

12～17％が挙げているだけである。

この質問への回溶には性別による差異がはっきりとみられるので，その特徴

をみる。男子では「やりがいのある仕事ができて，達成感を味わえる」（年齢

が高いほど多い）が肢も多く，約4;!;11が挙げている。また，「能力を伸ばす機会

がある」（これは，年齢が低いほど多い）と「職場に気の合う仲間がいる」を

挙げた者が３人に１人いる。

これに対して，女子では「職場に気の合う仲間がいる」が４７％と，男子よ

りも１４ポイントも多く，また「勤務時間がｉ１Ｉｉ力的で，残業も少ない」と「有

給休暇が十分消化できる」（特に年齢が低いIrriで多くなっている，これは男子
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も同じ傾向）の項'１でもり)子よりも挙げる;';11合が高い。他方，男子では多く挙

げられた「やりがいのある仕事ができて，達成感を味わえる」や「能力を([|Iば

す機会がある」については，１０～２０ポイントも下１１１１っているのが派目される

女子のll1l溝である。

この他，回答の絶対数は少ないもののり}女差がある項'三Iとしては，「会社の

知名Krが尚く，誇りに感じる」と「昇進・昇格の機会が大きい」があり，それ

ぞれ男子が女子の２～３倍ほども多くなっている。ただし，「会社の知名度がIfi

〈，誇りに感じる」は勤務先企業の規模による蓋が大きく，男女ともに規模が

大きい企業に勤務している者ほどこの項｢|を挙げていることには留意しておか

ねばならない。

以｣このことから，現（}；の会社Lli活において肯定的に評I11iしているqj柄につい

ての男女差は，ｿｌｆが達成感・やりがい・能力伸長といった「仕事そのもの」

に関わる!';柄を紫げているのに対し，女丁では職場の人間')しI係や勤務時間・休

暇など，いわば「仕事そのもの」ではないﾘﾄﾞ柄を紫げていることがわかる。こ

のことは，現在の企業におけるﾘ}女従業１１の位置づけの差異を反映した結果と

みてよいだろう。

(2)悩みや不安

次に，先の「良かったり「柄」に対応した質問として，「４M在の会社生活にお

いて，次のような悩みや不安を感じておられますか」と評ねた。これも同じく

以下の１１項目から３項目までを選んでもらった。

ｌ信頼できる_上司がいない

２相談相手になる同僚がいない

３職場での意志決定に参加できない

４今の仕１１は自分に向かない

５仕事の;ＩｉＩｌに給料が低い

６能力を(''1ばす機会が少ない

７{|ご事鼠が多すぎる

８月分の業績が公I[に評lilliされない

９有給休暇が取れない

１０昇進の見込みがない

１１会社の将来に不安を持っている
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表５はその結果を性・年齢別に示している。まず全体計をみると，「仕事の

割に給料が低い」が最も多く３６％がこれを挙げている，以下「有給休lllHが取

れない」が30％，「会社の将来に不安を持っている」（28％）「仕事鼠が多すぎ

る」（24％）となっている。逆に少なかったのは，「昇進の見込みがない」「今

の仕事は自分に向かない」「職場での意志決定に参加できない」で，いずれも

10％未満であった。

この質問への回答でも性別による差が明らかである。「仕事の割に給料が低

い」は男女ともに肢も多く挙げられているが，男子（38％）では女子（29.9％）

よりも８ポイントほど高くなっている。また，「有給休暇が取れない」（26％，

40歳台では３９％）「会社の将来に不安を持っている」（30％）「仕事量が多すぎ

る」（26％）でも，男子の方がより多く挙げている。

女子で「仕事の割に給料が低い」に次いで多く挙げられた項目は，「信頼で

表５現在の会社における悩みや不安（性・年齢別）（3項目回答）

％．（）は実数

】に

グ
リ

402 １４１８ 

､～３４歳(80）１１６

4U～４４歳(7９

、識Ｌ［卜（４６

、ｌ⑪｡.＆

9．７１８．１１８１１２１６ 

５．７１１３－９１８３１１３－§ 

００１１()I】

いない

信頼できる上司が
向かない

今の仕躯は自分にＨ割雪加州司到劃刺い職場での意志決定同僚がいない相談相手になる
少ない

能力を伸ばす機会が
低い

仕車の割に給料が 昇進の見込みがない有給休暇が取れない評価されない自分の業績が
公正に仕事鰍が多すぎる 持っている会社の将来に不安を

その他 無回答

計.（532） 19.0 10.5 9６ 7.3 36.3 10.7 24.6 l4513U3 6.6 28.0 7０ 3.8 

男

計（404） 171 10.4 

29歳以下(63）

30～34歳(80）

35～３９歳(72）

40～４４歳(79） 橇’
11.1 

7.5 

11.4 

::溺鵜}|W‘!:;

5.9 38.4 

３０９１８５ ●●●●◆Ｃ ６０６０７６ １１ ４８７【Ｉ３８⑪●●●●● ４３１６３４ ４３４３３３ １８３８９２ ●Ｃ◆ロロ□１３８３３２ 
１ 

7.9 26.5 

２８９６４０ ０●●●●● ２３８６９３ ２２３２２１ ８５３９９３ ■■●●●Ｃ ４２８８Ｐ０４ 
１ 

14.9 

ｑ〉ｎｏｌＯ（ｏ（□（ＤＣ●●●■● ７１２７１９ ２１２１ 

32.2 

４８６７３６ ■、●●■□５８０６７２ ２２３３３３ 
6.2 

９８９９８２ ■●●Ｃ■■ ７３６８７２ 
30.0 

８３６９６６ ●●●９口■３６０２９２ ２３３３１３ 
5.0 

８３６８０５ ００■●●● ４６５３２６ 
4.5 

ｑ》（Ｕ４句。（Ｕｌｏ●■●●●● ７ＦＤ１６０６ 
計（127）

24歳以下(22）

25～29歳(37）

30～34歳(36）

３５歳以上(30）

25.2 

７７７０ ２９６０ ２２１３ 
11.0 14.2 

４１３３ □■●● ６８８３ ３１ ６１９０ ３８３０ １１１ 
lＬ８ 

’０〈ｂｑ）、。●■■Ｇ ４１３３ ２１ 

29.9 

７５０７ ■■■０ ２０５６ ２４２２ 
18.9 

７０９８ ２７３３ ２２１１ 
18.9 

１６８０ ９１７０ ２２１ 

13.4 

0.0 

13.5 

１１．１ 

２６．７ 

24.4 

３９２３ Ⅵ８２３ ２１２３ 
7.1 

２４８０ ８５８０ 
１ 

21.3 

５２０３ ■■■● 川Ｔ（０戸０ｎｏ１２３ 

13.4 

８５ｌ３ Ｌ３１３ ３１１ 

L６ 

０００Ｊ ０００６ 
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きる’２，］がいない」（25％)，「ｲj給休暇が111れない」（24％，３５歳以１１では３３

％)，「会社の将来に不安を持っている」（21％，３５歳以|芒では33％）である。

また絶対数は少ないものの，「能力を伸ばす機会が少ない」「職場での意志決定

に参加できない」「今の仕事は｢|分に向かない」の３項|=|で，男子に比べて割

合が,ｲｶﾞ<なっている。

先述の，「良かったこと」での女子の回騨との関連で觜えてみる。女性従業

員は「(|事そのもの」に消極的だから「勤務１１洲」や「休暇」について肯定的

な溶えをしているのではない。能力をＩ１ｌｌばす機会の少ない仕ZlJや，職場におけ

る意志決定からの疎外，そして'孔司の態度といった，女性従業員の入りT管理に

おいて現在の日本企業がかかえる問題点を指摘している結果とみるべきであ

ろう。

(3)勤続意志との関連

以上の，現在の会社生活で感じている「良かった点」「悩み・不安」は当然

仕』jiiMi足と関わるIjj柄であろう。この調査では，「会社iiMi足度」の質IMIを設け

ていないので，IIL［接にその関述を論じることはできないが，先述のように「勤

続と転職の意識」を熱れている。そこでのljjl答の違いによって，「良かった点」

ないし「悩み・不安」としてあげられた項'三Iに差異がみられるかを検討してみ

よう。もちろん，反期勤続を望んでいるから「満足」していると，lLli純には結

びつけられないが，何らかのULl連があることは否定できないであろう。

まず，定年まで「今の会社で働きたい」と答えた者と，戸今は会社を変わる

つもりはないが，将来的には」および「できるだけ早く」の「変わりたい」と

答えた者とでの述いをみる。３１１然の結果とも言えるだろうが，「今の会社で働

きたい」が全体として「変わりたい」よりも「良かったこと」を多く瀧げてい

る。特に「やりがいのある(Ｗができて，達成感を味わえる」「能力を伸ばす

機会がある」「'二1分の仕事ぶりが｣ｪ司から認められている」および「｢1分の仕

事に見合った給料がもらえている」の各項を，「変わりたい」よりも「今の会

社で働きたい」の万が高い割合で挙げている。

これに対して，「悩みや不安」の項目についてみると，「変わりたい」が「今

の会社で働きたい」よりも多く挙げている項目としては，「会社の将来に不安

を持っている」「偏瓶できる_上司がいない」「今の仕事は自分に向かない」「仕

事の割に給料が低い」などがあり，予想できる結果となっている。また，この
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傾向は「できるだけ早く転職したい」と考える者ほど顕著であることをつけ加

えておこう。

なお，「勤続と転職の意識」への|回|答分布は性別による差があるので，上述

の結果は性差に由来するのかもしれないが，サンプル数の制約から信頼性のあ

る集計はできなかった。

４職業生活の方向性

表６は，「あなたは，ご自分の職業生活についてどのような方向を目指して

おられますか」という質問に対する回答を，性・年齢別に示したものである。

全体計では，「社内でより上位の衙理職への昇進を目指す」（29％）と「社内で

専門職を目指す」（27％）がほぼ|ij1じ割合である。過半数（56％）が「現在の

表６職業生活の刀lr1性（性・（１２齢別）（３項目Inl答）

％．（）は突数

iｌ 

職
へ
の
昇
進
を
目
指
す

社
内
で
よ
り
上
位
の
管
理

社
内
で
蝉
Ⅲ
職
を
目
指
す

綴すlVt

iIlIijl 

独
立
開
業
を
目
指
す

特
に
考
え
て
い
な
い

そ
の
他

計（532） 28.8 271 0.6 4.5 8.1 3.2 24.4 3.4 

螂鮒

灘
３５歳以上(30）

36.4 260 0.7 4.2 9２ 2.7 16.8 4.0 

23.8 20.6 

６
０
０
５
０
０
 

●
●
●
●
●
０
 

１
０
０
２
０
０
 

５
３
８
５
９
３
 

●
●
●
ｑ
０
■
 

９
１
２
２
３
４
 

14.3 

８
３
４
８
０
０
 

□
□
●
●
●
●
 

４
１
１
３
２
０
 

22.2 

２
０
２
３
０
０
 

●
Ｄ
Ｃ
■
■
の

３
５
４
６
２
０
 

43.8 

33.3 

35.4 

529 

30,4 

鑿’
13.71 
30.4 

10.0 12.5 

７
８
９
 

９
３
５
 

1５．３ 

13.9 

19.6 

13.0 ２１．７ 

4.7 

00 

0.0 

5.6 

13.3 

29.9 

18.2 

27.0 

36.1 

30.0 

0.0 5.5 4.7 4.7 48.8 1６ 

０
０
０
３
 

●
●
●
●
 

０
０
０
３
 

'1’ 
13.6 9.1 

2.7 

5.6 

54.5 00 

2.7 

0.0 

0.0 

8.3 

59.5 

38.9 

0.0 3.3０．０ 46.7 ３３ 
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企業に勤務し続ける」ことをiii提とした答をしている，これは先述の「勤続と

liZi職怠識」での結果よりも多くなっており，少しズレがある。その理'１１の多く

は，「将来的には，変わりたい」と答えた者の中で「社内で専門職を目指す」

とす１１１１答が多くなっていることによる。「いくつかの企業を経験して専門職を

目指す」と「転職して管理職を|]指す」は合わせても５％であるし，「独立開

業を|｣指す」も８％だけで，「転職」を考えているとした;ｌｉｌ１合よりも低くなっ

ている。そして４人に１人が「特に考えていない」と答えている。

性・ｲ1ﾖ齢別に特徴を見る。ｿ)jaでは「社内でより上位の管理職への昇進を目

指す」が36％と雌も多く選択されている，なかでも４０～49歳層では50％を超

えている。次いで多いのが「社内で専｢'1職をl1指す」の２６％。「独立|)M業を目

指す」は９％だが，２９歳以下と５０歳以上では13～14％と他の年齢１両に比べて

多く選択されている。「特に考えていない」は17％とさほど多くないが，２９歳

以下と５０歳以上では２割を超えている。

これに対して，女子では「特に考えていない」が49％と約半数にものぼり，

肢も多い回答となっている，とりわけ２９歳以下と４５歳以上では５５％と高く，

男子ではこの選択肢を選んだ荷が17％であったのとは対照的な結果となって

いる。女性従業貝にとっては符えにくい問いと選択肢になっていたと思われる

(｢勤続と転職の趣i識」では，「考えていない」は36％であった)ｃこの「考え

ていない」を除くと，女子のlml答で最も多かったのは「社内で専門職を|=|指す」

の30％であり，「いくつかの企業を経験して専門職を[|指す」や「独立開業を

目指す」は５％ほどである，ただし２４歳以下では「独伽)M業を目指す」が１３

％と他の年齢層に比べて目立って多くなっている。また，女子では「社内でよ

り」２位の管理職への昇進を目指す」は５％未満であり，３５歳以上でこそ１３％

になるが，それでも男子の３分の１でしかない。現在の企業の人事システムの

巾での女性従業員のおかれた'1場を反映した結果になっていると言えるであろ

う。ちなみに，この調査の回容者で現在役職に就いている割合は男子が４５％

であるのに対し，女子では９％のみである。

先述の「勤続と転職の意識」との関連をみると，「今の会社で働きたい」と

考えるｿ]子では５５％が「より’二位の管理職への昇進」を|]指し，女子では３８

％が「社内で専１１１１職」をE|指すと答えている。当たり前のことながらIl1Zi職や独

立を考える者はきわめて少ない。「将来的には変わりたい」では，男子は「社

内で咽１１職」（28％）「より上位の管理職への昇進」（20％）「独立開業を目指す」
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(19％）と分かれているのに対し，女子では「社内で専''１]職」が32％，他の選

択項目は５％ほどで「考えていない」が45％と多くなっている。さらに，「で

きるだけ早く変わりたい」と答えた荷（数は少ないが）は，男子では「独立開

業を|=|指す」が30％「いくつかの企業を経験して専I1iIllliUが２７％である，こ

れに対し女子では約３;！||が「いくつかの企業を経験して〔９'''１職」と答え，「独

立DM業を目指す」は１２％と少ない。ただ，女子では勤続意志がどうであれ

｢特に考えていない」という答えが多いことをつけ加えておこう。（表３参照）

5．結 語

以-ｔの勤続ないし転職の意向と企業生活への考えと僕l述して，最後に「定年

まで|可じ会社に勤められる保障はない」という意見への１１１１答を見ておこう。こ

れは，怠見に対しての笹否を問う１２｣TIl1の質問のうちのひとつである。各意

見に対して「そう思う」「まあそう思う」「あまりそう思わない」「そう思わな

い」の四つの回答選択肢を設けた。

「定ｲ１２まで同じ会社に勤められる係１１１１tはない」については３８％が「そう思う」

と強く肯定している。「まあそう思う」という回答も加えると，７割が「肯定」

している。男子よりも女ｒでやや肯疋の度合いが高いが|ﾘlMiiな差はみられない。

年齢別にみると若年liYiでより肯定する|Ⅱ|答が多いが，「否定」する意見が多い

50歳以上の男子を除くと各年齢で過､|〈数が肯定している。「転職経験の有無」

別にみると，「経験がある」万が「経験がない」よりも肯定している。「勤続と

転職の意識」別では，「将来的には変わりたい」および「できるだけ早く変わ

りたい」と転職を考える者の方が，「今の会社で働きたい」とする者に比べて，

より1ﾘ|雌に肯定している。また。この項|=|に肯定的である者ほど「資格を持つ

ことで会社に頼らない/ｌｉ活をしたい」と考えている。他の｣〔11|］への回答とあわ

せて考えると，転職意|;,]をもつ者の〃が従来の終身歴Ｈ１・年功制．会社１１]心主

義に対して距離を持とうとする意識が強いといえよう。

表７で１２項目の結果を示すが，lmijliにまとめておくと，将来にわたる安定

雇{'1の保障はないだろうから，私生活を犠牲にしてまで仕事をしようとは思わ

ないし，資格を取得して会社に依存しない生活をしたい，といわば会社離れの

傾lilがみえてくる。能ﾉﾉ差による賃金格鑪には許容的で，イ'三功賃金は否定的に

とらえられている（ｲ|:功と能力1私義が必ずしも背反的であると考えることはで
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表７企業生活に関する意見（全体計）

％．Ｎ＝532 

【ｌ７１Ｃ

９１２５４１００ 沙梶

、'1３３０－８

【
】

ワⅡＩＤ 

【)l２３３１０Ｇ

3１１０６ 

9」140〈 [ⅡＯＧ 

91311 Ⅱ）’-1-,1Ｍ 

円
］

９－５１]０９１０１１ ロ

ｒ
ｊ
 □ 

５１３０３１３６８１１６７１０６ 

きないが)，ただしその能力は瀕在化した仕邪業績によってのみ測られるわけ

ではないと考えている。１１Ｉ向・IliZi締や早』1J]退職優遇制については判断が分かれ

ており，福利厚生よりも賃上げそして時短への要求が強いことは，今後の人事

管理の方向性を探る参考材料となるであろう。

（本稿は１９９７年度法政大学特別研究助成金による研究成果の一部である）

《注》

（１）企業調査は，全国の従業１１規模３０人以上の企業から２０００社を柚１１}し郵送法に

より実施した。有効回答は692社（有効[111収率:34.6％)。回答企業の業諏構成は，

「建設業」が21.0％，「製造業」が34.5％，「卸・小売，サービス業」が44.0％で

ある。規模柵成は，９９人以下で31.4％，100～199人が36.1％と比較的小規模が

多く，１０００人以｣:は8.1％のみである。￣建設」と「サービス業」で小規模企業

が多く，「製造業」で規模が人きぐなっている。

（２）従業員調査は，企業調査での回答企業のうち３０社を選び，各社２５人;i1750人

を対象に留めiiviき法により実施。有効回答は532人（有効１１ｺ|収率:70.9％)。男子

が75.9％，女jaが23.9％・平均年齢は，リj子38.4歳，女子31.6歳。男子は３０歳
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台が多く５０歳以上も１割，女子は20蟻台が半数近く３５歳以上は20％強。勤務

先企業の業種は，６０％が非製造業，約半数が100～299人規模の企業にlib務して

おり９９人以下1000人以上ともに少ない。

（３）例えば，小池和男「日本の睡用システムーその普遍性と強み－」第１章
東洋経済新報社1994年
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